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 女子受験者への得点操作。このニュースを聞いたとき、私はショックを受

けました。女性だということで差別をする人がいるということに悲しい気持

ちにもなりました。 

 それは、東京医科大学での問題です。新聞記事によると、女子受験者の得

点を一律に減点し、意図的に女子が少なくなるようにしていました。大学側

の理由としては、女性は結婚や出産などで離職するケースが多いから、とい

うものでしたが、私はその理由は間違っていると思います。女性が結婚や出

産で「離職する」ことを、こうした不正の理由にするのは、大学の勝手な考

えであり許される理由ではないと思います。 

 まず、誰よりも差別を実感し傷ついたのは、本当は入学することができた

かもしれない女性の学生です。医師になるため必死になって勉強してきた彼

女らの努力を、大学はいとも簡単に、間違った理由で切り捨てました。それ

は、彼女らの未来をうばうだけではなく、本当に優秀な医師を失ってしまっ

た私たち社会の損失でもあると思います。 

 更に傷ついたのは、今、それぞれで自分の夢や目標に頑張る私たち少女で

す。私は今、高校受験のために男子と同等に一生懸命に勉強していますが、

入試で男子だけが加点される仕組みがあったという報道を聞き、フェアじゃ

ないと感じました。「同じ努力をしているのに女性は差別を受ける」と感じ

た少女の中には、進路や職業選択のときに夢や未来を諦めてしまう人がいる

かもしれません。この問題は、頑張る全ての女性の未来をくもらせた、とて

も深刻な問題です。 

 では、今回の得点操作の問題はどうすればよかったのでしょうか。私は、

「離職する人が多いから、女子の医大入学者を減らす」のではなく、離職す

る人が多いのなら、両立できるための支援をすべきだと思います。 

 短時間勤務制度を設ける、託児施設を増やすなどの制度的な支援や、女性

だけでなく男性も子育てを積極的に行う意識を持ってもらう啓発を進めるな

ど、さまざまなアイデアが浮かんできます。「できないから、排除する社

会」より、より豊かで創造的な社会の方が良いに決まっています。そしてそ

んな社会になれば、若い女性の未来も少しずつ明るくなっていくと思いま

す。 

 私の身近な出来事として、ある先生が発言した内容に衝撃を受けたことが
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ありました。その先生は、学校の先生になりたいという女子生徒に、「女性

教諭は大変だ。仕事だけでも大変なのに、家に帰ってからも家事とか子育て

があるから」と言いました。私はそれを聞いていて、驚きと悲しみをかくす

のに必死でした。先生の発言には、女性が家事や育児をするものだという決

めつけがあるように感じたからです。先生は、男子生徒にも同じような発言

をするのかなと思いました。私たち中学三年生は今、進路を考える時期で

す。じゃあ、私たち女性はいったい何の職業に就けばよいのかと分からなく

なりました。 

 日本は、男女格差の現状を示す「ジェンダー・ギャップ指数」で、世界で

の順位が一四四か国中一一四位となっています。先進国の中でも最も低い順

位であり、他の国と比べても非常に低いと感じました。日本は、科学技術や

産業では発展しているのに、性による差別という人権や暮らしの根底に関わ

るようなことはまだまだ改善されていません。それは、とても残念なことで

す。 

 今回の問題は、女性への差別がまだ残っているということを、私たちには

っきりと見せる出来事でした。人口の半分が女性である以上、女性にとって

暮らしにくい社会というのは、本当に豊かで創造的な社会とはいえません。 

 性別にとらわれず、その人がその人らしく自由に未来を選ぶことのできる

社会、それが豊かな社会だと私は思います。そうなることで、みんな生き生

きと楽しい人生になり、一人一人の特性や強みを生かせる社会になるでしょ

う。今回のような問題はもう起こらないでほしい。女性の未来をうばわない

で。女性差別をしないで。 


